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 But■ Orは ,桑以外の種

々の植物をも食害する。特に大発生時においては非常に多

種類の相物を加害することが報告されているよ'4)しかし

これらの植物のすべてがクフゴマグラヒトリの成長に好適

というわけではなく,多 くの積物は一時的に食草として利

用されていることが多いようである。著者は本虫の摂食行

動様式を知るため,低密度地域での食草の種類を知ること

もまた必要と考え,野外での加害相物種の調査と,若千の

摂食実験を試みたので,こ こに報告する。

なお本調査にあたって,一部の植物名の同定には福島大

学教育学部林義昭助教授の手をわずらわした。あらためて

お礼を申し上げる。

食害植物の調査は1976～ 1977の両年にわたって実施 し

た。調査場所は蚕糸試験場東北支場の構内桑園 (福島市飯

坂町 )を 中心とした地域であって,本地域は毎年クフゴマ

グラヒトリの発生 をみるが,そ の生息密度は低く,被害の

程度もほとんど問題にならない。調査は本虫の一部が摂食

活動を開始する3月 上旬から, `月 上旬まで随時実施し,

野外で実際に食害している植物の種類を調べた。またこれ

とは71に桑園周辺に自生あるいは栽培されている種々の植

物についても,シャーレ内で本種幼虫 (6～ 8齢 )に与え,

その根食の有無を調べた。

結 果 お よ び 考 察

クワゴマグラヒトリの摂食行動は5月中旬頃から徐々に

活発となり,4月 中旬頃まではタンボボ類,オ オイヌノフ

グリ,ホ トケ′ザ.ギシギン, ウンハフベなどが好んで摂

食された。4月 中旬の桑の発芽前後から桑への加害がはじ

まったが,他の植物への食害も引き続き多く観察され.18

科39種への食害を認めた(表 1)。

また実験室内における摂食実験では,野外で摂食が確認

された,8科″種の他に24科45種,合わせて34科84種を供試
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表 1 タワゴマグラヒトリの加害植物
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したが,そのうち31科
"種
に摂食を認めた (表 1,表 2)。

このうち摂食状況の良好な権物は表1に あげた植物の大部

分とヤマツツジ,イ ング,エ ンドウ,サ トザタラ, ノイパ

ラ,キ ャペツ,セイヨウアプラナ,エ ゾノギシギシなどで

あった。またニラ, ′ビル, ノカンアウなどは摂食は認め

られたが摂食量は多くなかった。飼育実験の結果,摂食の

認められなかった植物は5科 5種であった。

以上の結果は, タワゴマグラヒトリの越冬後 の幼虫は非

常に広食性であり,低密度地域においても多種類の植物を

摂食していることを示している。桑国の周囲には,雑草あ

るいは栽培植物をふくむ多数の精物が成育しており,越冬

後の本種幼虫はこれらのうち適当な植物を選択 して食害す

る。桑の発芽後は桑への加害が多くみうけられるようにな

るが,な お一部は桑以外の植物を相食 し,あるいは桑と他

の植物の相互を摂食しつつ営首・化蛹に至るものと思われ

る。伊庭らの報告にもあるようにクワゴマダラヒトリは桑

以外の数種植物でも桑に劣らない成育を示す
1)。

近年西南日本の柑橘国において本種が新 しい害虫として

問題になっている。本種幼虫の広食性と,多種類の植物に

よるその良好な発育状態からみて,本来タワの害虫とされ

ているクワtrマ ダラヒトリであるが,今後予期せぬ柏物に

大発生 して被害を与える可能性も否定できない。

なお東北地方における本種幼虫の加害植物については,

盛岡市周辺で牧も調査している
3)。 調査地域は本種幼虫の

生息密度が比較的高い地方と思われるが,それによると越

冬後の本種幼虫の加害植物 として36科63種が記録されてい

る。

1 クワゴマグラヒトリの生息密度の低い蚕試東北支場
の構内桑園およびその周辺において,19科

“

種の植物に本

虫の加害を認めた。

2 実験的にシャーレ内で与えた引料84種の植物につい

ても,31科
"種
に揮食行動を認めた。

5 以上のことから越冬後の本種幼虫は非常に広食性で

あって,多種類の植物を食害しながら成育するものと推測

された。
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表2 実験的に損食が確認された植物

注 *印 を付した植物は特に損食良好であった。


